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１ 四半期業績の概況の作成等に係る事項 
会計処理の方法の最近会計年度における認識の
方法との相違の有無 

： 無 

 
２ 平成 17 年９月期第 1 四半期の業績概況（平成 16 年 10 月１日 ～ 平成 16 年 12 月 31 日） 
(1) 経営成績の進捗状況 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

17 年９月期第１四半期   2,209     11.4     298     35.8     297     40.5 
16 年９月期第１四半期   1,983     －     220      －     211      － 
（参考）16 年９月期   8,503     26.5   1,117     87.3   1,088     96.3 
(注)①売上高、営業利益、経常利益におけるパーセント表示は、対前期増減率であります。 
    ②前期より四半期業績を開示しておりますので、16 年９月期第１四半期の前年増減率は記載して
おりません。 

 
(2) 経営成績の進捗状況に関する定性的情報等 
当四半期におけるわが国経済は、景気が底堅く推移したものの、米国向けを中心とした輸出の鈍化
やデジタル家電需要の減速等の不安要因が強まる環境で推移いたしました。 
当社が関わる液晶・半導体・電子部品業界においては、デジタル家電需要の減速に伴う電子部品の
在庫調整局面を向かえ、この影響により製造装置市場においても受注が減少いたしました。 
このような経済、業界動向のもと、当社の売上高は、電子機器部門においては液晶機器・ＭＷＳ両
事業が前年同期に比べて低調であったものの、半導体機器事業においてウエハー薄型化・大口径化対
応装置が前期に引き続き好調に推移した結果、15 億 33 百万円（前年同期比 98.3％）となりました。
繊維機器部門においてはアパレル関連機器が大幅に増加した結果、４億２百万円（前年同期比201.2％）
となりました。液晶モジュール組立部門は前年同期に比べて増加したものの、ユーザーからの需要減
少に伴い前期下期に比べて低調に推移した結果、２億 74 百万円（前年同期比122.4％）となりました。
また利益面は、更なる収益確保を確固たるものにするとともに企業価値をより一層高めるために推進
しております基本方針により、収益体質が改善したことが大きく貢献いたしました。 
この結果、当四半期の売上高は 22 億９百万円（前年同期比111.4％）、営業利益は２億 98 百万円（前
年同期比135.8％）、経常利益は２億97 百万円（前年同期比 140.5％）となりました。 
なお、通期及び中間期の見通しについては、第１四半期の受注高が前四半期に比べて約 60％の水準
で推移したことから、第２四半期以降の業績に影響が現れるものと思われるため変更しておりません。 
 
事業の種類別売上高 

 

平成17年９月期  
第１四半期 

自 平成16年10月１日 
至 平成16年12月31日 

平成16年９月期  
第１四半期 

自 平成15年10月１日 
至 平成15年12月31日 

（参考） 
平成16年９月期 
自 平成15年10月１日 
至 平成16年 9月30日 

 百万円 百万円 百万円 

電 子 機 器             1,533             1,559             6,163 
繊 維 機 器               402               200             1,080 
液晶モジュール組立               274               224             1,259 
合 計             2,209             1,983             8,503 
（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
 

(3)財政状態の変動状況に関する定性的情報等 
 有利子負債残高が前期末に比べて３億 45 百万円減少し、６億７千万円となりました。なお、平成
17 年９月期末現在では５億15 百万円になる予定であります。 
 
３ 平成 17 年９月期の業績予想（平成16 年 10 月 1 日～平成 17 年９月 30 日） 
   平成 16 年 11 月 24 日に発表した業績予想等について、特に変更はありません。 
 
（ご参考）平成17 年９月期の業績予想（平成16 年 11 月 24 日発表） 

 予 想 売 上 高        予想経常利益        予想当期純利益 １株当たり予 
想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円  

中   間   期   3,750      460      448         83  08 
通      期   6,550      620      605        112  19 

以  上 


